
陸
軍
特
別
幹
部
候
補
生
制
度
の
発
足
と
、

航
空
兵
と
し
て
参
加
し
た
者
の
記
録
　 

東
京
都
　
青
木
誠
　 

戦
争
は
、
何
処
の
国
も
敗
戦
が
濃
く
な
る
と
、
そ
の
国
の
青

少
年
を
■
り
、
戦
争
に
参
加
さ
せ
、
犠
牲
者
を
だ
し
、
戦
争
が

終
結
し
て
も
我
ら
の
青
春
が
犠
牲
に
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
と
さ

れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
我
が
国
は
、
幕
末
の
白
虎
隊
の
切
腹
で
は
な
い

が
相
当
死
を
美
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。

明
治
時
代
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
に
、
大
正
時
代
は
第
一
次

世
界
大
戦
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
青
少
年
の
戦
争
へ
の

駆
り
出
し
は
無
か
っ
た
。
昭
和
の
初
期
は
、
町
の
あ
ち
こ
ち
で

出
征
兵
士
は
「
我
が
大
君
に
召
さ
れ
た
る
…
…
」「
歓
呼
の
声

に
送
ら
れ
て
…
…
」
の
歌
を
国
防
婦
人
会
に
歌
わ
れ
て
、
故
郷

を
後
に
大
部
分
が
中
国
へ
渡
っ
て
行
っ
た
。
火
野
葦
平
の
『
土

と
兵
隊
』『
麦
と
兵
隊
』『
花
と
兵
隊
』
が
盛
ん
に
読
ま
れ
、
歌

わ
れ
た
。
そ
の
頃
、
昭
和
生
ま
れ
の
児
童
は
、
紀
元
二
千
六
百

年
の
式
典
に
参
加
し
旗
や
提
灯
を
ふ
り
な
が
ら
、
大
日
本
帝
国

に
生
ま
れ
た
事
を
感
謝
し
て
い
た
。

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
が

勃
発
す
る
や
、
最
初
は
華
々
し
い
戦
果
に
興
奮
し
て
い
た
が
、

■
か
二
年
に
し
て
悲
報
ば
か
り
が
伝
わ
っ
て
来
た
。

昭
和
十
八
年
に
な
る
と
、
二
月
に
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
撤
退
、

ア
ッ
ツ
玉
砕
。
九
月
に
は
動
物
園
の
ラ
イ
オ
ン
を
毒
殺
、
象
は

餓
死
さ
せ
ら
れ
た
。
十
月
二
十
一
日
に
は
東
京
・
明
治
神
宮
外

苑
で
百
七
校
・
六
万
五
千
人
の
学
徒
出
陣
壮
行
会
が
行
わ
れ

る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
特
別
操
縦
見
習
士
官
と
し
て
、
■
か
の

訓
練
に
よ
り
特
攻
機
に
機
乗
し
て
南
方
の
海
に
消
え
る
こ
と
に

な
る
。
そ
ん
な
状
態
の
時
に
中
学
校
、
女
学
校
、
商
業
学
校
、

工
業
学
校
に
通
う
生
徒
は
、
学
徒
勤
労
・
女
子
挺
身
勤
労
令
に

よ
り
学
業
中
止
し
軍
需
工
場
等
で
生
産
に
携
わ
る
こ
と
に
な

る
。戦

況
は
と
言
え
ば
、
昭
和
十
七
年
、
海
軍
に
十
四
歳
以
上
特

別
志
願
兵
制
度
が
発
足
、
成
績
優
秀
な
ら
ば
海
軍
兵
学
校
に
も

行
け
る
と
さ
れ
、
一
期
採
用
人
員
三
千
二
百
人
に
対
し
応
募
者



三
万
人
と
あ
る
。
そ
の
兵
は
「
大
和
」
を
含
む
特
攻
船
団
に
乗

船
、
昭
和
十
八
年
四
月
、
沖
縄
嘉
手
納
基
地
に
到
着
以
前
に
日

本
海
軍
は
壊
滅
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
四
日
、「
現
役
下
士
官
補
充
及
服
役

臨
時
特
例
」
に
よ
り
、
翌
十
五
日
、
市
町
村
官
公
署
に
お
い
て

一
斉
に
特
別
幹
部
候
補
生
の
募
集
が
、
本
土
は
お
ろ
か
、
台

湾
・
朝
鮮
・
満
州
で
も
行
わ
れ
始
め
た
。
募
集
の
期
間
は
昭
和

十
九
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
と
あ
る
。
兵
種
は
航
空
兵
・
船
舶

兵
で
、
年
齢
は
大
正
十
三
年
四
月
よ
り
昭
和
四
年
四
月
一
日
ま

で
に
出
生
の
者
と
あ
る
。
ま
た
十
二
月
二
十
四
日
に
は
、
明
年

よ
り
徴
兵
適
齢
一
年
引
き
下
げ
、
満
十
九
歳
で
壮
丁
検
査
を
実

施
の
勅
令
が
出
る
。

我
々
は
昭
和
三
年
・
四
年
生
ま
れ
の
中
学
三
年
生
で
あ
っ

た
。
当
時
は
共
学
は
な
く
、
男
子
校
の
場
合
は
各
中
・
商
・
工

学
校
に
軍
管
区
司
令
部
か
ら
配
属
将
校
が
各
校
に
派
遣
さ
れ
て

お
り
、
軍
事
教
練
の
査
閲
が
あ
り
、
そ
の
下
さ
れ
る
成
績
の
発

表
如
何
は
校
長
の
首
を
飛
ば
す
く
ら
い
の
権
限
を
持
っ
て
い

た
。
そ
の
配
属
将
校
が
三
年
・
四
年
・
五
年
の
生
徒
を
講
堂
に

集
め
て
「
国
の
存
亡
を
お
前
達
は
ど
う
思
う
」
と
聞
か
れ
、
そ

し
て
陸
軍
特
別
幹
部
候
補
生
の
募
集
要
領
の
発
表
が
行
わ
れ

た
。
男
子
は
い
ず
れ
は
軍
に
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
だ
け
は
決

ま
っ
て
い
た
。
先
行
き
陸
士
・
海
兵
を
志
願
す
る
つ
も
り
で
い

た
が
、
と
に
か
く
願
書
を
親
に
内
緒
で
提
出
し
軍
か
ら
通
知
が

来
る
。

二
月
五
日
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
。
翌
日
身
体
検
査
。
そ
の
結

果
、
甲
種
合
格
を
言
い
渡
さ
れ
る
。
親
は
、
身
長
・
体
重
等
か

ら
合
格
に
は
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
。
三
月
に
は
赤
紙

が
参
り
「
陸
軍
航
空
通
信
学
校
・
加
古
川
教
育
隊
に
入
校
し
所

定
の
検
査
を
受
け
よ
」
の
命
令
書
が
届
い
た
。

四
月
十
日
に
は
陸
軍
一
等
兵
の
階
級
章
を
つ
け
、
菊
の
ご
紋

章
が
つ
い
た
九
九
式
短
小
銃
を
拝
領
し
た
。
入
校
式
で
は
航
空

士
官
学
校
卒
の
将
校
よ
り
「
お
前
ら
の
命
は
も
ら
っ
た
」
と
、

こ
れ
が
初
め
に
受
け
た
言
葉
で
あ
る
。
次
に
人
事
担
当
の
准
尉

よ
り
「
現
免
に
な
っ
て
帰
れ
る
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
だ
」

。

大
変
な
所
に
入
っ
た
こ
と
を
悔
い
た
が
後
の
祭
り
だ
っ
た
。

特
幹
志
願
者
の
分
科
は
、
操
縦
・
整
備
・
通
信
の
科
目
別
は

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
入
校
し
た
者
と
部
隊
に
入
隊
し

た
者
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
は
応
募
者
数
多
く
、
数
度
に



分
け
て
入
校
隊
さ
せ
た
こ
と
が
戦
後
に
わ
か
っ
た
。
私
共
は
、

十
分
教
育
を
さ
れ
た
方
だ
と
思
わ
れ
る
。

昼
は
軍
事
訓
練
、
夜
は
通
信
に
つ
い
て
の
、
通
信
学
理
か
ら

モ
ー
ル
ス
の
訓
練
が
始
ま
っ
た
。
こ
ん
な
に
も
軍
隊
と
は
勉
強

す
る
所
か
と
思
う
ほ
ど
詰
め
込
ま
れ
た
。
し
か
し
若
い
た
め
電

鍵
を
打
つ
の
と
受
信
は
ひ
け
を
と
ら
な
か
っ
た
。
郵
政
学
校
等

が
廃
校
に
な
り
既
習
者
と
し
て
入
校
し
た
同
期
生
以
外
で
は
、

我
々
十
五
歳
、
十
六
歳
の
年
少
組
が
成
績
は
抜
群
で
あ
っ
た
。

十
月
頃
、
故
郷
に
外
泊
二
泊
が
許
さ
れ
た
。
親
に
生
き
別
れ

し
て
来
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
故
郷
で
幼
な
じ
み
の
隣
人
の

女
性
に
「
親
を
よ
ろ
し
く
」
と
言
う
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。
後

か
ら
そ
の
子
の
母
親
が
飛
ん
で
来
て
私
の
肩
を
叩
い
て
「
銃
後

は
心
配
す
る
な
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
。
そ
の
年
の
十
二
月
末

に
卒
業
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
末
、
第
一
陣
が
台
湾
に
転
属
し
た
。

翌
年
一
月
十
九
日
、
米
軍
Ｂ17

爆
撃
機
百
機
が
明
石
に
あ
る

川
崎
航
空
機
の
工
場
を
爆
撃
、
各
中
隊
よ
り
数
人
、
明
石
工
場

に
派
遣
、
援
護
活
動
を
す
る
。
戦
争
が
近
く
ま
で
来
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
。

三
月
に
な
る
と
転
属
の
命
令
が
出
た
。
満
十
六
歳
の
門
出
で

あ
る
。
加
古
川
駅
よ
り
行
く
先
不
明
で
客
車
に
乗
車
す
る
。
下

関
に
着
く
前
に
ど
こ
で
乗
車
し
た
の
か
満
蒙
開
拓
軍
の
少
年
と

会
話
し
た
。「
何
処
へ
行
く
の
か
」「
満
州
で
あ
り
ま
す
」「
そ

う
か
頑
張
れ
よ
」
と
励
ま
す
と
、「
兵
隊
さ
ん
も
」
と
言
わ
れ

た
。
彼
ら
の
歳
は
私
達
よ
り
一
つ
か
二
つ
ぐ
ら
い
下
で
あ
っ

た
。九

州
に
来
て
部
下
拝
領
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
同
期
の
年
長

者
か
ら
「
俺
達
の
名
折
れ
に
な
ら
ぬ
よ
う
」
と
は
っ
ぱ
を
掛
け

ら
れ
た
。
菊
池
に
て
十
九
歳
の
召
集
の
新
兵
を
受
領
。
各
班
に

十
名
ぐ
ら
い
だ
。
そ
れ
か
ら
行
軍
し
熊
本
・
龍
田
で
小
学
校
を

占
拠
し
駐
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
部
隊
名
は
、
第
六
航
空

軍
・
第
七
十
一
対
空
無
線
隊
。
総
数
は
二
百
三
十
一
人
で
あ
る

が
、
少
飛
十
五
期
・
特
幹
一
期
四
十
数
人
の
う
ち
、
選
抜
の
十

人
ぐ
ら
い
が
班
長
と
な
る
。
特
幹
は
加
古
川
で
対
空
通
信
の
教

育
を
受
け
た
第
五
・
六
中
隊
の
仲
間
で
あ
る
。
ぎ
こ
ち
な
い

が
、
私
も
第
六
班
の
班
長
と
な
っ
た
。「
班
長
殿
、
食
事
準
備

終
わ
り
ま
し
た
」「
よ
し
食
事
始
め
」
で
あ
る
。

沖
縄
・
爆
撃
隊
・
六
十
戦
隊
の
送
受
信
を
受
け
持
つ
こ
と
に



な
り
、
私
も
そ
の
一
人
に
な
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
、
沖
縄
戦
の
た
め
に
展
開
し
た
爆
撃
隊
の

送
受
信
が
担
当
で
あ
っ
た
。
た
だ
不
思
議
な
こ
と
に
、
九
州
に

お
け
る
我
々
の
航
空
部
隊
は
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
が
我
々
の

最
高
司
令
官
で
あ
っ
た
。

総
攻
撃
と
い
っ
て
も
、
四
～
五
機
で
夜
間
飛
び
立
っ
て
い

た
。
制
空
権
は
殆
ど
米
軍
に
あ
り
、
我
々
の
攻
撃
の
翌
日
は
、

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
大
刀
洗
に
米
軍
が
爆
撃
に
来
た
よ
う

だ
。熊

本
・
健
軍
の
秘
密
飛
行
場
は
終
戦
ま
で
見
つ
か
ら
ず
、
米

軍
を
悩
ま
し
た
こ
と
と
思
う
。
森
の
都
、
熊
本
で
一
本
し
か
滑

走
路
が
な
く
、
す
ぐ
に
森
の
中
に
隠
し
た
か
ら
だ
。

昭
和
二
十
年
の
四
月
一
日
に
米
軍
は
沖
縄
に
上
陸
し
た
。
五

月
に
な
っ
て
か
ら
、
何
か
幹
部
の
動
き
が
慌
た
だ
し
い
。
戦
争

の
活
路
を
開
く
た
め
の
陸
海
航
空
部
隊
に
よ
る
「
天
一
号
作

戦
」
で
あ
っ
た
。
攻
撃
誘
導
の
送
信
回
線
の
中
で
は
、
米
軍
の

妨
害
電
波
は
も
の
す
ご
か
っ
た
。

五
月
二
十
三
日
に
健
軍
の
飛
行
場
を
十
二
機
が
空
挺
隊
を
乗

せ
離
陸
し
た
。
沖
縄
の
北
・
中
飛
行
場
に
胴
体
着
陸
を
強
行
す

る
た
め
で
あ
る
。
当
初
は
、
陸
海
の
航
空
機
に
よ
る
特
攻
作
戦

と
呼
応
し
攻
撃
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
離
陸
後
、
第
七
十
一
対

空
通
信
所
で
は
、
後
ろ
で
渥
美
六
十
戦
隊
長
が
着
地
の
報
道
を

ま
だ
か
ま
だ
か
の
催
促
で
あ
っ
た
。
花
本
正
通
信
手
「
感
あ

り
」
私
も
続
い
て
「
感
あ
り
」
た
だ
妨
害
電
波
が
著
し
く
、
機

種
の
暗
号
名
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
、
二
機
か

三
機
だ
っ
た
事
が
米
軍
の
資
料
で
戦
後
確
認
さ
れ
て
い
る
。

六
月
二
十
三
日
に
軍
司
令
が
自
決
し
沖
縄
戦
は
終
結
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
何
度
か
沖
縄
に
向
か
う
爆
撃
機
の
離
陸
に
送
受
信

の
役
割
を
果
た
し
た
が
、
天
一
号
作
戦
以
後
は
我
が
国
が
勝
て

る
戦
況
を
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
る
に
機
上
通
信
手
募
集
が
通
達
さ
れ
た
。
そ
の
頃
、
東

京
よ
り
、
幼
な
じ
み
が
空
襲
の
怪
我
で
破
傷
風
に
な
り
、
半
年

前
に
死
ん
だ
と
の
知
ら
せ
が
届
い
た
。「
よ
し
、
俺
も
志
願
し

よ
う
…
…
」
も
う
や
け
く
そ
で
あ
っ
た
。
手
紙
を
つ
か
ん
で
河

原
で
半
日
近
く
泣
い
て
い
た
。
死
ぬ
べ
き
私
が
生
き
て
い
る
。

死
は
や
は
り
怖
か
っ
た
、
し
か
し
消
え
た
。

八
月
に
な
り
、
広
島
と
長
崎
に
新
型
爆
弾
が
落
と
さ
れ
、
仁

科
博
士
が
軍
命
令
で
調
査
の
結
果
、
原
子
爆
弾
だ
と
断
定
し
た



ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
い
た
。
八
月
十
日
基
地
の
空
で
逆
三
角
の

雲
を
見
、
あ
れ
は
何
だ
と
語
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
超
高
空

を
気
流
に
乗
り
、
熊
本
方
向
に
流
れ
て
い
た
。
八
月
九
日
長
崎

の
原
爆
の
雲
だ
っ
た
。

八
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
通
信
機
の
周
波
数
函
を
交
換
し
、

米
軍
の
短
波
に
よ
る
音
楽
放
送
を
横
穴
壕
で
聞
い
て
い
た
。
日

本
語
デ
マ
放
送
が
始
ま
る
と
切
っ
て
い
た
。
記
憶
に
よ
る
と
大

山
郁
夫
教
授
と
聞
こ
え
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

数
日
後
、
終
戦
の
詔
勅
。
お
決
ま
り
の
よ
う
に
八
月
末
復

員
。「
母
さ
ん
た
だ
い
ま
、
武
運
つ
た
な
く
帰
り
ま
し
た
」
挙

手
の
礼
の
最
後
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
に
わ
か
民
主
主
義
者
が

「
だ
か
ら
戦
争
反
対
だ
っ
た
」
。
町
の
そ
ん
な
声
に
「
冗
談
じ
ゃ

な
い
、
征
け
征
け
と
■
り
、
誰
の
た
め
に
志
願
し
た
の
だ
。
亡

く
な
っ
た
人
に
な
ぜ
感
謝
と
お
詫
び
の
心
を
持
た
な
い
の
か
」

。

誰
も
い
な
い
焼
け
跡
の
青
空
に
、
晴
ら
し
よ
う
も
な
い
相
手
に

馬
鹿
野
郎
…
…
と
絶
叫
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

追

記

航
空
部
隊
に
転
属
し
た
他
の
特
幹
生
の
記
録

航
空
に
つ
い
て
は
操
縦
志
願
者
を
除
き
入
校
隊
が
異
な
る

も
、
通
信
・
整
備
志
願
者
の
お
お
よ
そ
の
人
数
は
つ
か
ん
だ

が
、
転
属
先
に
つ
い
て
は
殆
ど
の
航
空
部
隊
に
参
加
し
て
い

た
。明

野
で
昭
和
十
九
年
末
に
編
成
し
た
二
百
戦
隊
に
特
幹
生
が

九
十
数
人
転
属
し
戦
死
。
硫
黄
島
・
沖
縄
で
も
多
数
戦
死
。
し

か
も
特
攻
機
出
撃
後
は
歩
兵
斬
り
込
み
隊
員
と
な
っ
て
戦
死
。

そ
の
他
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
で
病
死
。
そ
れ
ら
の
仲
間
は
十
六

歳
、
十
七
歳
、
十
八
歳
で
死
線
を
さ
ま
よ
っ
て
来
ら
れ
た
者
が

余
り
に
多
い
。
職
業
軍
人
・
召
集
に
よ
る
犠
牲
者
は
戦
争
で
あ

れ
ば
止
む
な
し
と
す
れ
ど
、
こ
の
召
集
年
齢
未
満
の
青
少
年
達

を
死
に
追
い
や
っ
た
事
を
、
ど
う
し
て
こ
の
国
の
記
録
に
残
さ

な
い
の
か
、
あ
ま
り
に
も
亡
く
な
っ
た
同
僚
が
気
の
毒
で
な
ら

な
い
。
今
の
青
少
年
に
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
し
て
な
ら
ぬ
と

伝
え
、
悲
劇
を
後
世
に
残
し
て
欲
し
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。




